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研究成果の概要（和文）：　対外認識育成をはかる外国史教育方法論は、「時間的認識」と「空間的認識」の統
一的把握を目指す外国史教育実践を支える教材の多様性、及び学習課題を具体的に認識可能とする学習活動との
相互関連を通じて一層効果的になる。
　教材としての「歴史地図」は、「時間的認識」の観点から、文化や民族、宗教といった生活の基底を共有する
人間活動を対比的に説明する方法としての「時代区分」認識を育成し獲得する材料として有効である。同様に
「空間的認識」の観点から、人間活動の基盤を地域や空間の区分を成立させる気候や風土に求める側面と、人間
活動の広がり及び空間的拡張への欲望を示す側面へと迫る有効な材料となる。

研究成果の概要（英文）：The educational practice methodology in foreign history education cultivate 
the abroad recognition becomes more effective through mutual relation of the following two points. 
One is the recognition for the diversity of teaching materials that support the practices aiming at 
unified understanding of "temporal recognition" and "spatial recognition." The other is the learning
 activities make it possible to specifically recognize learning tasks.
"Historical map" as a teaching material effectively fosters and acquires the recognition on "period 
classification" as a method to compare human activities sharing the basis of life such as culture, 
ethnicity, and religion from "temporal recognition." From "spatial recognition", it is important to 
consider the aspect of seeking the foundation of human activity as an environment that establishes 
the division of regions and spaces, and the effective material that draws on the aspect of spreading
 human activities and desires for spatial expansion.
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本の社会科教育学及び歴史教育学研究
は、我が国の伝統と文化、郷土を愛する態度
養成と共に、国際理解・国際協調の視点に立
ち国際社会の平和的発展を支える資質育成
を目指す教育実践の創造に取組んでいる。し
かしながら、国内外において、歴史認識に関
する相互理解めぐり多くの論争が絶えず燻
り続けている。 
 このような社会情勢のもと、主に日本以外
の国・地域の歴史を学習内容として扱い、対
外認識の育成を通じ国際理解を進める上で
外国史教育、すなわちその役割を担う中核的
な教科目「世界史」教育に課せられた役割は、
ますます大きなものとなっている。その条件
を探究する上で、これまで、歴史教育史及び
歴史教育に関する国際比較研究を通じて明
らかにしてきた学術研究と教授活動・教材と
の関係を援用し考察を重ねてきた。具体的に
は、戦前期日本の外国史教育において、「東
洋史」の扱いに着目しつつ、「世界史」教育
成立の基底を探る、歴史学説史研究との関連
に基づく考察である。探究過程において、「東
洋」「西洋」の二分法から脱却し「世界」を
一体のものとしてとらえようとした対外認
識に基づく当時の外国史教育が、政治体制の
成立と変遷を捉えたいわゆる国家史ではな
く、新しい歴史像の構築とそれに関わる論争
を展開していた当時の歴史学説研究との関
係性に基づき成立していたことを明らかに
した。 
 さらに、対外認識の育成を目指す我が国の
外国史教育のあり方が、地理学及び地図作成
学の成果と連携することで、時間的・空間的
に統一された「世界像」の認識を促進し、外
国史教育をより一層充実させる内容構成に
関する考察へと発展させてきた。具体的には、
外国史に関する学習内容の選択・排列の見直
しと、その再構築が求められている教科目
「世界史」の捉え直しの観点として、メディ
アとしての「歴史地図」を活用した外国史教
育の実践方策を対象として検討を行った。
「歴史地図」を用いた通史学習は、時間軸と
空間軸を統一的に把握するための読図の観
点やスキル、さらには調査活動や対話といっ
た理解を促進・深化させる組織的な言語活動、
さらには PC やタブレットを用いたメディア
リテラシーの利活用を通して、歴史学習活動
の深化をはかりつつ、促進する外国史教育の
実践方策であった。 
 以上の考察結果を踏まえ、歴史地図より認
識しうる、時間的・空間的に統一された対外
認識としての「世界史」像の教育的有効性を
明らかにするため、日本と他国（ドイツ）と
の比較検討を通じて、具体的な認識すべき内
容を選択・排列し、学習者へと伝達する営み
としての教育実践の方法論を探究し有効性
を明確にするため、実践と評価に基づく実証
的研究を着想するに至った。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究は、21 世紀を迎えグローバル化が一
層進展する現代社会の要請に応える社会科
教育創造をめざし、体系的な対外認識育成を
はかる外国史教育方法論のあり方について、
実践方策及び実践活動に関する計画・実践・
評価・改善のサイクルの検討を通じて、実証
的に明らかにする研究である。 
 具体的には、学習者の対外認識の獲得と促
進に資する教材である「歴史地図」を活用し、
教授内容及び活動の選択・排列、実践、評価
を通じ、歴史教育課程運営に関する方法論と
その有効性を明らかにする。すなわち、地域
性と時代区分に基づく「歴史地図」の選択と
排列に基づき、日本での外国史教育（「世界
史」学習）における体系的な対外認識育成と、
実施方策の体系化による実践構築を目指す。 
 この実践方策及び実践構築に関する理論
的探究の成果は、歴史地図学習を通じて育成
される時間的・空間的認識の統一的把握によ
って、新時代の国家・社会の形成者となる児
童生徒の資質育成をはかるための、よりよい
外国史教育の学習内容の選択と排列に関す
る内容構成原理、そして原理から具体化され
る実践像を追究するための知見を提供する
ものとなる。 
 つまり本研究は、地理と歴史という異なる
学問領域の成果を結びつけ、相互に共有・享
受するものであることから、学校教育の教科
目と周辺科学との関係性について概念モデ
ルを提示するものである。多様な学問体系と
の連携が必要とされている社会諸教科の実
践モデルとして、グローバル化が進む新時代
の課題である多文化共生社会を支える学力
や資質育成を担いうる、新たな学習内容体系
の構築とそれを支える方法や教材開発を促
す原理に関する知見を切り開くことが期待
できる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、外国史教育実践を構成する歴史
地図の二つの要素（「空間的認識」「時間的認
識」）及び三つの方法的要素（「計画」「実践」
「評価」）に基づき、外国史教育実践を創造
するための考察を比較・横断的に実施する構
造を有する。 
 以上に示した本研究の課題解決に向けた
研究方法を大きく整理すれば、以下の三点と
なる。 
(1) 「時間認識」と「空間認識」を統一的に
把握するための史資料選択及び活用に関す
る調査分析を通した、「歴史地図」活用要件
と活用可能性の明確化。 
(2) 時間的認識及び空間的認識という二つ
の観点より、専門用語とその背景にある教育
学的概念、及び学習指導案等教育実践を支え
る資料にあらわれた「歴史地図」の教材性に



関する考察。 
(3) 日本での外国史教育における通史的「歴
史地図」活用の計画・実践・評価を想定した、
時間的・空間的認識の統一的把握に資する対
外認識のための教育方法論の解明。 
 これら研究方法の特色及び独創的な点は、
以下の三点に整理される。 
① 時間的・空間的認識の統一的把握を地図
作成学に関する学説研究並びに知見につい
て、歴史教育学研究へと導入する際の方策及
び特色を解明する点にある。本研究の基盤は、
「世界史」という日本独自の歴史教育内容領
域に関するものであり、かつ国家の政策によ
る影響を受けやすい歴史教育固有の性格か
ら、国際的には類を見ないものである。 
② 時間的・空間的認識の統一的把握を外国
史学習で実現するための具体的方途を示し
うる点にある。体系的な「歴史地図」の活用
により、単に限定的な時代や文化圏における
単独な事象としてではなく、通史的かつ空間
を横断した対外認識を強化・促進しうる点に
ある。 
③ 一次資料としての「歴史地図」の特徴を
生かし、メディアリテラシーの活用と、それ
ら発見や調査の結果をもとにした言語活動
の促進と充実を外国史教育全体で図る点に
ある。社会諸教科に限らず、習得した知識を
活用し、それをもとに探求する指導計画の作
成と内容の取扱い方の工夫が強く求められ
ている。 
 すなわち本研究は、授業実践を支える教材
であり方法論として「歴史地図」という一メ
ディアから直接地理的・歴史的情報を読み取
り、成果を介して生徒同士が知識を深め合う
学習組織づくりを促進しうる授業像とその
実践の創出に資するものである。 
 
４．研究成果 
 
 本研究成果を目的及び方法に即して整理
すれば、以下の三点となる。 
(1) 外国史教育のための実践を支える歴史
教授法については、歴史教育実践を支える教
科書とその教師用指導書、及び、日本の学習
指導案やそこに示される歴史教育学の基本
用語に相当する、ドイツにおける歴史教授法
に関する基本的な事項を解説した資料、歴史
及び地理教科書、並びに歴史教授法に関する
雑誌等学術刊行物の読解を通じて、教育実践
に関する学術用語とその原理的な意味内容
の確認を行った。あわせて、資料に例示され
た具体的な歴史学習内容とその活動計画に
ついて確認と検討を行い、日本と比べドイツ
における歴史学習論では、歴史に関する学術
的研究手法に関わる概念を、学習課題として
のみならず、学習過程へと積極的に位置づけ
ていることを指摘した。 
 「歴史地図」活用に向けた史資料とその扱
いについて、ワイヤレス環境とタブレット PC
の普及に支えられて、教材となる史資料のマ

ルチメディア化及びデジタル化が確実に進
行している。その一方で、パズルやカードと
いった教材を用いて具体的な身体活動を促
す、いわゆる「ハンズオン教材」の増加もま
た、歴史学習内容と学習スキルの習得とその
定着に積極的に活用されている。 
(2) 「時間的認識」の観点から考察した外国
史教育における教材としての「歴史地図」は、
文化や民族、宗教といった生活の基底を共有
する人間による活動記録という意味におい
て「時間的認識」を捉え、異なる時間におけ
る人間活動を対比的に説明する方法として
の「時代区分」認識を育成し獲得する材料と
して有効である。 
 特に、古代・中世といった 16 世紀以前に
おける「諸地域」の時間的・空間的認識を異
なるものとして提示しつつ、そのような認識
がどのように変容しつつ結合していくのか
といった観点を捉えるには、伝統的時代区分
である「古代・中世・近世」三時代間に見ら
れる相違とその要因を明確に把握すると共
に、異なる時代に生きる人間の時間認識とそ
の変容を対比的に考察するために有効な材
料である。 
 「空間的認識」の観点から考察した外国史
教育における教材としての「歴史地図」は、
時代区分論自体の多様性とその相違を生成
した人間活動の基盤を地域や空間の区分を
成立させる気候や風土に求める側面と、当時
の人間活動の広がり、さらには空間的拡張を
欲する範囲としての空間認識を示す側面か
ら、「空間的認識」を育成し獲得するために
有効な材料である。 
 「歴史地図」は、特に、地域世界の一体化
が進行する 16 世紀以降の地球世界の成立を
考察する場面において、成立過程としての時
間的経過に加え、異なる空間毎に有する多様
性の読み取りを可能とする点において、積極
的活用が可能となる。16 世紀以降の諸地域世
界の「一体化」が単なる地理的・空間的一体
化ではなく、当時の人間活動を成り立たせる
過去の人間の認識記録である歴史地図の変
容から確認する手法は、異なる社会や文化の
変容を体系的に捉え対外認識の獲得を一層
有効に進める方策である。 
(3) 時間的認識及び空間的認識の統一的把
握に資する対外認識の獲得を目指す教育実
践のあり方は、教育実践を支える教材の多様
性及び博物館等社会教育施設における学外
での臨地調査といった学習活動との相互関
連を通じて一層効果的に図られる。 
 時間的認識を通じて空間的認識の変容を
とらえ、対外認識を獲得する方法として、学
習者自身の手で各時代の特色に合わせた史
資料とその読解を行うことが有効である。こ
のような活動を可能にするための材料とし
て、教科書は、国民の共通理解と基盤とすべ
き歴史叙述を主としつつも、その叙述の周辺
に位置づく学習課題をその探究を支える史
資料を掲載している。そのような叙述を裏付



け、同時に抽出された学習課題を追究する場
面において副読本や資料集に相当する関連
資料が出版されている。特に、デジタル化さ
れた歴史地図は、メディアの活用を通じた対
外認識育成にあたり、時間的変遷の探究場面
において空間的認識に関する情報と視点を
与えるものである。 
 空間的認識を通じて、時間的認識の変容を
とらえ、対外認識を獲得する方法として、博
物館等社会教育施設のプログラム活用や、地
域調査を通じた歴史的事象の痕跡の掘り起
こしと活用が有効である。学習者にとっての
現実の生活空間にも歴史的変遷とその痕跡
が位置づいていることを実際に経験してこ
そ、抽象的な概念にとどまりがちである時間
的認識と空間的認識を、学習者自らの生活の
中で統一的に見出すことを可能にする。 
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